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研究成果概要 

ニュートリノの荷電準弾性散乱において、Local Fermi gas model+RPA補正のモデルが導入された。RP
A補正により、ニュートリノの前方方向の断面積が抑えられ、Local Fermi gasモデルによって低運動
量のイベントが増加した。下図に荷電準弾性散乱におけるレプトンの方向分布(1がニュートリノ方向)
を示す。青が従来のGlobal Fermi gas モデル、赤がLocal Fermi gas +RPA補正モデルを示す。 
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